
二
〇
〇
九
年
一
月
二
十

一
日
、
十
五
時
よ
り
、
区

政
会
館
に
て
一
組
当
局
へ
、

今
年
度
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
（
業
務
委
託
実
施
）

に
関
わ
る
申
し
入
れ
実
施

当
局
側
は
、
松
本
職
員
課
長
、

山
田
施
設
管
理
部
副
参
事
、

渡
辺
労
務
担
当
課
長
、
池
田

労
務
担
当
係
長
。

一
組
総
支
部
執
行
部
は
、

山
下
副
委
員
長
、
箱
田
副
委

員
長
、
藤
川
副
委
員
長
、
岩

田
書
記
長
、
内
山
会
計
、
西

田
賃
金
部
長
、
細
貝
現
業
部

長
、
福
田
教
宣
部
長
が
参
加

し
た
。
一
組
総
支
部
は
先
に
、

一
組
当
局
よ
り
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
実
施
に
関
す
る
情
報

提
供
を
受
け
、
当
局
側
よ
り

「
今
年
度
は
、
新
た
な
委
託

を
行
わ
ず
、
す
で
に
委
託
さ

れ
た
北
、
墨
田
、
江
戸
川
工

場
の
全
運
転
係
委
託
に
よ
り
、

三
十
四
名
の
人
員
削
減
を
行
う
」

と
の
内
容
が
示
さ
れ
た
が
、
組

合
は
、
今
ま
で
の
委
託
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
を
提
示
し
、

委
託
検
討
・
検
証
委
員
会
の
席

上
に
お
い
て
も
、
予
算
要
求
等

の
場
で
も
問
題
点
を
指
摘
し
て
、

運
転
等
、
業
務
委
託
の
見
直
し

を
求
め
て
き
た
。

し
か
し
、
一
組
当
局
は
そ
れ

ら
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
こ
と

な
く
さ
ら
に
運
転
係
の
み
な
ら

ず
、
技
術
係
の
す
べ
て
の
設
備

管
理
職
員
の
削
減
を
行
お
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
見
過
ご
す
訳

け
に
は
行
か
な
い
と
主
張
し
た
。

各
工
場
の
現
場
の
声
や
、
実

際
の
業
務
、
役
割
な
ど
、
す
べ

て
が
真
に
安
全
・
安
定
的
な
清

掃
工
場
の
運
営
を
確
保
す
る
よ

う
強
く
求
め
た
。

冒
頭
、
二
十
一
年
度
清
掃
工

場
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
実
施
に

関
す
る
申
し
入
れ
書
を
読
み
上

げ
、
手
渡
し
を
行
っ
た
。

一
、
技
術
係
の
監
督
要
員
を
削

減
す
る
と
し
て
い
る
が
、
工
場

を
熟
知
し
て
い
な
け
れ
ば
監
督

員
た
り
え
な
い
。

経
験
の
浅
い
区
派
遣
職
員
が

圧
倒
的
に
多
く
、
運
転
係
で
具

体
的
に
プ
ラ
ン
ト
運
転
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
っ

て
い
る
設
備
管
理
の
監
督
員
は

必
要
で
あ
る
。

二
、
技
術
係
の
設
備
管
理
の
業

務
と
し
て
公
有
財
産
管
理
、
物

品
の
受
払
い
、
台
帳
の
整
理
、

保
護
具
の
管
理
、
薬
品
納
入
に

伴
う
品
質
及
び
量
の
検
査
管
理
、

分
析
補
助
、
建
築
設
備
関
係
の

補
修
な
ど
の
業
務
が
具
体
的
に

残
っ
て
い
る
。

本
来
業
務
の
遂
行
に
あ
た
る

設
備
管
理
職
員
は
必
要
で
あ
る
。

三
、
ご
み
の
安
定
焼
却
の
基
本

は
、
燃
料
で
あ
る
ご
み
質
の
均

等
化
で
あ
る
。
来
年
度
か
ら
本

格
実
施
と
な
る
「
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
」
を
安
定
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
ご
み
バ
ン

カ
の
攪
拌
作
業
を
徹
底
す
る
必

要
が
出
て
く
る
。

新
た
に
配
置
さ
れ
る
技
術
職

員
二
名
の
み
で
は
負
担
が
大
き

す
ぎ
る
。
よ
っ
て
現
場
を
熟
知

し
た
責
任
者
と
し
て
技
術
係
の

設
備
管
理
職
員
を
直
営
で
残
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
こ
れ
に
対
し
て
当
局
は

「
業
務
委
託
に
関
す
る
管
理
及

び
指
導
は
行
政
系
職
員
の
業
務

と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
回
答

し
た
の
み
で
す
。

二
項
で
指
摘
し
た
本
来
業
務

の
遂
行
に
あ
た
る
設
備
管
理
職

員
の
件
に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
二

十
年
度
は
我
々
の
要
求
に
応
え

て
設
備
管
理
職
員
を
技
術
係
に

複
数
人
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
当
然
、
新
規
に
委

託
管
理
を
行
う
三
工
場
に
つ
い

て
は
、
委
託
管
理
・
本
来
業
務

を
含
め
て
三
名
で
、
そ
の
他
の

四
工
場
に
つ
い
て
は
本
来
業
務

を
主
と
す
る
の
で
設
備
管
理
職

員
配
置
は
二
名
と
な
っ
た
と
い

う
理
解
で
し
た
。

来
年
度
は
薬
剤
及
び
見
学
者

案
内
を
直
営
に
戻
す
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
見
学
者
を
何
班
に

も
分
け
て
案
内
す
る
た
め
、
同

時
に
そ
の
班
数
に
応
じ
た
人
員

数
が
必
要
で
す
。
ま
た
時
間
に

よ
っ
て
は
、
薬
品
搬
入
と
重
な

る
こ
と
も
あ
り
、
当
然
、
そ
の

人
員
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

現
業
職
員
と
行
政
職
員
と
の

違
い
は
現
場
力
の
差
で
す
。

見
学
者
案
内
に
し
て
も
、
単

に
行
政
職
員
や
再
雇
用
職
員
が

携
わ
る
の
で
は
な
く
、
感
性
豊

か
な
子
供
ら
の
環
境
学
習
の
た

め
設
備
管
理
職
員
も
加
わ
り
、

清
掃
工
場
現
場
に
携
わ
る
現
業

職
の
総
合
力
の
一
つ
を
習
得
で

き
る
場
と
し
て
活
用
す
べ
き
で

す
。
薬
品
搬
入
に
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
薬
剤
に
対
し
て
Ｍ
Ｓ

Ｄ
Ｓ
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
立

ち
会
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を

熟
知
で
き
、
補
修
作
業
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
場
合
で
も
適
切

な
保
護
具
の
使
用
と
、
作
業
方

法
を
定
め
て
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。
（
次
面
に
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
有
効
活

用
に
関
し
て
、
地
熱
発
電
が
復

活
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。
確
か
、
二

十
年
前
く
ら
い
に
調
査
と
研
究

が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、

高
額
の
建
設
費
用
と
場
所
の
確

定
な
ど
が
難
航
し
、
頓
挫
し
た

と
い
う
記
憶
が
あ
る
。
多
額
の

設
備
投
資
が
必
要
で
あ
り
、
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
議
論

が
始
ま
っ
て
い
る
。

確
か
に
、
温
泉
豊
富
な
日
本

は
、
あ
ち
こ
ち
に
水
蒸
気
が
出

て
い
る
し
、
東
京
都
内
で
も
、

温
泉
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
。
や
は
り
検
討
が
始
ま
っ

た
背
景
に
は
、
燃
料
の
輸
入
に

頼
る
し
か
な
い
日
本
国
内
の
石

油
需
要
、
つ
ま
り
原
油
高
の
影

響
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

化
石
燃
料
に
変
わ
り
、
地
熱

を
利
用
し
、
タ
ー
ビ
ン
発
電
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す
る
に
は
、

も
っ
と
沢
山
の
資
金
調
達
、
現

場
調
査
、
研
究
な
ど
必
要
で
あ

る
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
は
将
来
の
日
本
を
担
う
、

子
供
達
、
い
や
す
べ
て
の
人
々

に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

今
国
会
の
焦
点
で
あ
る
、
二

次
補
正
予
算
に
組
入
ら
れ
て
い

る
と
い
い
の
だ
が
。

福
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１月２８日
一組卓球大会

３０日一組総支部常任委員会
２月７日 大田工場支部大会
１３日 葛飾工場支部大会
１４日 江東工場支部大会
１８日一組総支部新春交歓会

主な取り組み

業務委託交渉、解明要求
文化厚生活動の推進、意見集
約、組織対策、異動問題、
安全衛生課題、 早朝搬入問題、
職員互助について、
労働災害、アウトソーシング問
題、賃金問題、育児休暇等

千
代
田
支
部
・
押
田
五
郎

こ
の
年
末
年
始
、
日
比
谷
公

園
は
全
国
の
注
目
を
集
め
た
。

昨
年
夏
以
降
の
世
界
的
な
「
大

恐
慌
」
の
嵐
が
、
政
府
の
無
策

と
利
潤
の
追
求
し
か
求
め
な
い

大
企
業
の
横
暴
に
よ
っ
て
労
働

者
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
と
り
わ

け
派
遣
や
臨
時
の
非
正
規
労
働

者
の
切
捨
て
・
大
量
首
切
り
が

一
気
に
行
な
わ
れ
、
職
も
住
む

と
こ
ろ
も
奪
わ
れ
た
多
く
の
人
々

が
厳
寒
の
中
に
放
り
出
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
労
働
組
合
が
既
製

の
枠
を
超
え
て
結
集
し
、
「
日

比
谷
で
年
末
年
始
を
生
き
抜
く
」

を
合
言
葉
に
「
年
越
し
派
遣
村
」

を
設
置
。
そ
こ
に
都
内
の
み
な

ら
ず
全
国
か
ら
「
派
遣
切
り
」

さ
れ
た
仲
間
が
詰
め
か
け
、
そ

の
数
は
五
百
人
を
超
え
た
。

生
き
抜
く
為
の
避
難
所
と
し

て
食
事
と
簡
易
宿
泊
所
を
提
供

す
る
と
共
に
、
生
活
・
職
業
相

談
、
生
活
保
護
相
談
な
ど
で
自

立
支
援
を
展
開
。
正
月
返
上
で

集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
千

七
百
人
に
も
及
ぶ
と
い
う
一
大

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
。

お
と
そ
気
分
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
も
大
き
く
取

り
上
げ
る
中
で
、
私
た
ち
の
元

に
全
労
協
の
仲
間
な
ど
か
ら
協

力
要
請
が
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
清
掃
労
働
者
。

よ
し
、
公
園
に
積
み
上
が
っ

た
ご
み
の
山
を
片
付
け
よ
う
、

と
決
意
し
た
。

一
月
四
日(

日)

は
仕
事
始
め
。

年
末
年
始
は
我
々
の
最
も
忙
し

い
時
期
だ
が
、
早
朝
か
ら
段
取

り
し
て
午
後
か
ら
の
収
集
車
を

確
保
。
千
代
田
区
の
支
援
も
取

り
付
け
て
す
ぐ
に
体
制
を
整
え

た
。
一
時
か
ら
日
比
谷
公
園
に

向
か
っ
た
の
が
収
集
車
一
台
、

軽
小
車
二
台
と
六
名
の
仲
間
。

ご
っ
た
返
す
派
遣
村
の
片
隅
で

積
み
上
が
っ
た
ご
み
を
仕
分
け

し
な
が
ら
見
事
に
片
付
け
た
。

す
ぐ
横
か
ら
年
配
の
労
働
者

が
「
何
か
仕
事
は
な
い
か
な
」

と
必
死
で
話
し
か
け
て
く
る
。

身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
の
作
業

で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
協
力
で

き
た
こ
と
は
ほ
ん
の
僅
か
な
も

の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
共
に

助
け
合
う
仲
間
の
一
員
に
な
れ

た
こ
と
を
職
場
の
組
合
員
も
実

感
で
き
た
と
思
う
。

暮
れ
に
は
職
場
の
仲
間
か
ら

防
寒
服
を
山
谷
の
仲
間
に
送
っ

た
。
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

北
海
道
の
国
労
闘
争
団
に
作
業

服
や
作
業
手
袋
な
ど
を
送
っ
て

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
。
こ
う

し
た
さ
さ
や
か
な
取
り
組
み
を

通
じ
て
労
働
者
の
連
帯
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
労

働
運
動
の
質
を
少
し
は
深
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

労
働
者
い
じ
め
の
波
は
さ
ら

に
強
め
ら
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

職
を
失
い
家
を
失
う
仲
間
た

ち
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
こ
ん

な
ひ
ど
い
世
の
中
を
変
え
る
た

め
に
私
た
ち
も
が
ん
ば
り
た
い
。

一組総支部合員の
お役に立ちます。

中央労働金庫
全労済

セレモアつくば
お問い合わせは、
各支部役員さんまで

平成21年度のアウトソーシングは、北、墨田、江戸川工場
の直営運転係業務をすべて委託し、３４名の人員削減を行
う経営計画で一層の効率的運用を実施するとある。



物
品
管
理
に
つ
い
て
も
、
保
護

具
管
理
に
し
ろ
、
プ
ラ
ン
ト
設

備
の
た
め
の
在
庫
管
理
に
し
て

も
現
場
作
業
と
結
び
つ
い
た
物

品
が
準
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
補
修
作

業
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
安
全
作

業
も
保
障
さ
れ
ま
せ
ん
。

適
切
な
材
料
が
な
い
た
め
の

公
務
災
害
が
、
先
日
発
生
し
た

ば
か
り
で
す
。

設
備
管
理
職
員
を
、
整
備
係

に
の
み
特
化
さ
せ
る
の
は
余
り

に
不
十
分
で
す
。
技
術
係
に
お

い
て
本
務
に
関
わ
る
公
有
財
産

管
理
、
物
品
の
受
払
い
、
台
帳

の
整
理
、
保
護
具
の
管
理
、
薬

品
納
入
に
伴
う
品
質
及
び
量
の

検
査
管
理
、
分
析
補
助
、
建
築

設
備
関
係
の
補
修
な
ど
の
業
務

に
対
す
る
対
応
を
経
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
清
掃
工
場
の
職
人

と
し
て
人
材
育
成
さ
れ
、
安
全

重
視
の
清
掃
工
場
が
出
来
上
が

る
の
で
す
。
同
じ
こ
と
は
受
付
・

計
量
プ
ラ
ッ
ト
、
ご
み
・
灰
ク

レ
ー
ン
作
業
な
ど
の
委
託
管
理

に
も
言
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ご
み
や
残
灰
増

量
時
の
ピ
ッ
ト
の
積
み
方
一
つ

で
、
翌
日
の
搬
入
可
能
量
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
土
手
の
作

り
方
、
水
の
ま
き
方
・
締
め
方
、

バ
ン
カ
火
災
時
の
対
処
方
法
な

ど
工
場
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
受

付
・
計
量
時
の
現
場
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
、
対
応
方
法
を
誤
れ
ば
、

対
外
的
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
、
非

難
を
一
組
は
浴
び
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

設
備
管
理
職
員
が
管
理
・
監

督
業
務
を
担
う
必
要
な
い
、
な

ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
現
実

は
技
術
係
の
現
場
経
験
や
運
転

係
経
験
の
ほ
と
ん
ど
な
い
若
手

の
技
術
職
員
で
は
困
難
な
た
め
、

現
場
作
業
と
密
着
し
、
実
質
的
、

具
体
的
に
、
委
託
業
者
の
指
導

し
て
い
る
の
は
業
務
経
験
の
長

い
設
備
管
理
職
員
な
の
で
す
。

委
託
工
場
で
は
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
現
場
の
実
態

は
一
組
当
局
が
考
え
て
い
る
よ

う
な
状
況
に
は
決
し
て
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

事
実
、
受
託
者
は
現
場
経
験

の
あ
る
設
備
管
理
職
員
の
退
職

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
場
作
業
を
無
難
に
こ
な
す

に
は
、
長
い
当
該
工
湯
で
の
経

験
の
裏
打
ち
が
必
要
で
す
。
ま

た
一
方
、
そ
の
裏
打
ち
が
な
い

状
況
で
の
、
委
託
業
務
の
管
理
・

監
督
は
必
ず
足
元
を
す
く
わ
れ

る
結
果
に
な
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
一
組

当
局
は
、
設
備
管
理
職
員
の
存

在
に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
る
と

答
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
全

く
正
し
い
こ
と
で
す
。
小
泉
・

竹
中
と
と
も
に
政
府
の
規
制
改

革
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
中
谷
巌

氏
が
そ
の
儀
悔
の
念
を
こ
め
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
を
放
置

す
る
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘
し

「
日
本
の
よ
さ
は
信
頼
関
係
と

温
か
さ
、
企
業
で
言
え
ば
一
体

感
が
強
み
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

同
じ
も
の
で
も
現
場
か
ら
見
た

目
と
管
理
・
運
営
か
ら
見
た
目

は
必
ず
違
い
ま
す
。
互
い
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
一
体
感
は

形
成
さ
れ
、
安
全
・
安
心
が
形

作
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
こ
れ

は
一
組
運
営
に
つ
い
て
も
、
十

分
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
技
術
係
か
ら

設
備
管
理
職
を
な
く
し
、
技
術

職
員
の
み
に
す
る
と
い
う
一
組

当
局
の
考
え
方
は
現
場
作
業
を

全
く
無
視
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

運
転
係
も
含
め
て
で
す
が
、

技
術
係
、
整
備
係
と
全
部
を
網

羅
経
験
し
て
、
工
場
の
設
備
管

理
職
員
の
現
場
力
が
高
ま
り
、

当
局
の
い
う
清
掃
工
場
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
、
人
材
育
成
も

さ
れ
、
設
備
管
理
職
員
の
必
要

性
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
は
経
験
が
必
要

と
さ
れ
る
設
備
管
理
職
員
の
削

減
は
一
組
の
、
そ
し
て
区
民
の

願
う
安
全
で
安
定
し
た
工
場
の

妨
げ
と
な
る
と
主
張
し
ま
す
。

技
術
係
に
お
い
て
も
今
ま
で

と
同
様
に
技
職
・
設
管
が
一
体

的
に
、
し
か
も
現
場
か
ら
本
務

を
確
実
に
担
っ
て
い
け
る
体
制

を
求
め
ま
す
。

技
術
係
の
設
備
管
理
職
具
の

職
種
全
廃
方
針
を
撤
回
し
人
員

配
置
を
求
め
ま
す
。

以
上
一
組
総
支
部
と
し
て
強

く
要
求
す
る
も
の
で
す
。

共
催

東
京
清
掃
労
働
組
合

一
組
総
支
部

一
月
二
十
八
日
の
午
前
九
時

開
場
で
、
千
代
田
区
立
総
合
体

育
館
に
て
行
い
ま
す
。

大
会
委
員
長
に
、
武
田
新
栄

さ
ん
、
大
会
副
委
員
長
に
、
岩

田
正
隆
さ
ん
、
大
川
裕
さ
ん
、

審
判
長
に
、
柴
山
真
司
さ
ん
、

運
営
委
員
に
、
柴
崎
一
男
さ
ん
、

吉
澤
尚
志
さ
ん
が
担
当
し
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
す
、
参
加
、

見
学
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

二
月
十
八
日
（
木
）
午
後
六

時

よ

り

、

四

谷

プ

ラ

ザ

エ

フ

（
主
婦
会
館
）
七
階
に
て
行
わ

れ
ま
す
。
完
全
会
費
制
で
、
一

組
総
支
部
よ
り
、
会
費
補
助
が

あ
り
ま
す
。

参
加
集
約
は
、
中
央
工
場
支

部
の
一
組
総
支
部
小
久
保
組
織

部
長
が
担
当
で
す
。

各
支
部
単
位
役
員
含
め
、
三

名
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

交
流
、
親
睦
を
深
め
、
今
年

の
多
く
の
難
題
に
対
応
す
る
団

結
の
取
り
組
み
を
語
り
合
い
、

一
年
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

皆
で
多
い
に
盛
り
上
げ
よ
う
。

海外日本語放送局の住所一覧

韓国： ラジオ韓国
150-790 大韓民国 Ｓｅｏｕｌ特別市永登浦区汝矣島洞
１８番地
ＫＢＳ国際放送 日本語班

Tel +82-2-781-3654～6
Fax +82-2-781-3694～6
Fax 00531-22-0182 （フリーダイアル）
E-mail japanese@kbs.co.kr （日本語対応）
HP http://rki.kbs.co.kr/japanese/index.htm

中国： 中国国際放送
中華人民共和国 100040 北京市石景区石景山路甲１６号
中国国際放送日本語部
Tel/Fax +86-10-6889-1971
Tel +86-10-6889-2180
E-mail nihao2180@cri.com.cn （日本語対応）
HP http://jp.chinabroadcast.cn/
152-8691 東京都目黒郵便局私書箱７８号 中国国際放送局東京支局
Tel 03-5481-6217 Fax 03-5481-6219

台湾： 台湾国際放送（ＲＴＩ、台湾の声）
104 中華民国台北市北安路５５号 台湾国際之聲 日本語節目「玉山」
中華民国台湾 11199 台北郵局 P.O. Box 123-199
Tel +886-2-2885-6168 内線 328
Fax +886-2-2885-2254
E-mail: jpn@rti.org.tw （日本語対応）
HP http://www.rti.org.tw/

モンゴル： モンゴルの声
Japanese Section, Voice of Mongolia,C.P.O. Box 365, Ulaanbaatar

211213,
PEOPLE'S REPUBLIC OF MONGOLIA.
Tel/Fax +976-11-328978
E-mail mr@mongol.net

vom_radio@yahoo.co.jp （日本語対応）
グァム： ＫＴＷＲ（太平洋の声）
100-8693 東京中央郵便局私書箱１０００号 太平洋の声
Tel 03-3295-4922 Fax 03-3233-2650
E-mail: mail@pba-net.com （日本語対応）
HP http://www.pba-net.com
受信報告は３０分以上のもの

各放送局の周波数です。今の時期は、とてもよく聞こえ
ます。小型の短波受信機でもＯＫです。右のアドレスに
受信報告書を送ると、受信証のカードが手に入ります。

韓 国： ＫＢＳワールドラジオ
0900-1000は時間 11810は周波数 1800-1900 6155
1100-1200 11810 2000-2100 7275
1700-1800 7275 2100-2200 1170

中 国： 北京放送（中国国際放送局）
1900-1957 9440 7325
2000-2057 7325 7260 1044
2100-2157 7325 7260 1044
2200-2257 7325 7215 1044
2300-2357 7190 7115 1044
0000-0057 7220 5980 1044
0700-0757 7110 5985

台 湾： 台湾国際放送（台湾の
声）
2000-2130 9735
2130-2300 9735 1730-1900 11605

モンゴル： モンゴルの声
1800-1830 12085
0000-0030 12085

グァム： ＡＷＲ－アジア（ＫＳＤＡ）
0600-0630 11980 11960 2200-2230 11980 11935

記

1．退職までの期間等を十分に勘案し、処
遇改善に結びつく職員を優先的に格付
けすること。

2．選考を実施するにあたっては、職員の
豊富な経験と知識等を十分に反映させ
ること。

3．4級格付については、技能長職職員の
勤務意欲を損なうことのないよう、対
象者数に昇格率（25％）を乗じ算出し
た昇格者数が一人に満たない場合につ
きましては、昇格者数を一人とするこ
とができる」とした統一交渉での妥結
結果を踏まえ、対応すること。

4．まじめに職務に精励している職員が、
正当な評価を受けて給与処遇に反映さ
れるよう、組合との協議を尽くすと同
時に、組合の意見を十分に尊重し選考
に反映させること。

東京清掃労働組合は、各区、一組組織
に対し、級格付、特別昇格は、職員の処
遇に関わる極めて重要な労働条件である
ことから、下記の通り申し入れを行い、

当局は、誠意ある対応を図るよう要請
する。


